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山
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口
県
使
用
料
手
数
料
条
例
施
行
規

改
正
す
る
。

二
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る

口
県
使
用
料
手
数
料
条
例
施
行
規

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

口
県
規
則
第
十
七
号

山
口
県
使
用
料
手
数
料
条
例
施

改
正
す
る
規
則
（
障
害
者
支
援
課
）

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
設
備
及
び

る
規
則
（
障
害
者
支
援
課
）
…
…
…

害
者
支
援
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に

（
障
害
者
支
援
課
）
…
…
…
…
…
…

口
県
家
畜
精
液
譲
渡
規
則
の
一
部
を

口
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一

規 目

次

則口
県
使
用
料
手
数
料
条
例
施
行
規
則

定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
障
害

定
障
害
者
支
援
施
設
の
人
員
、
設
備

週
火
・
金
曜
日
発
行

則
（
昭
和
六
十
年
山
口
県
規
則

。 則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

山
口
県
知

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

改
正
す
る
規
則
（
畜
産
振
興
課
）
…
…

部
を
改
正
す
る
規
則
（
会
計
課
）
…
…

則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
財
政
課
）

人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

者
支
援
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る第

十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

こ
こ
に
公
布
す
る
。

事

村

岡

嗣

政

則 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
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規
則
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九

の
一
部
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改
正
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る
規

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
〇

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
〇

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
〇

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

等
を
定
め
る
条
例
施
行

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

条
例
施
行
規
則
の
一
部

平 成 年
月 日

（月曜日）

円
」
を
「
三
千
五
十
円
」
に
、

「
四
千
三
百
八
十
円
」
に
、
「

七
千
三
十
円
」
を
「
五
万
八
千

め
、
別
表
第
一
の
四
の
表

の

円
」
を
「
四
百
八
十
円
」
に
改

え
、
「
千
百
十
円
」
を
「
千
百

百
五
十
円
」
を
「
六
千
十
円
」

万
七
千
二
百
九
十
円
」
を
「
二

に
改
め
、
同
表

の
項
中
「

別
表
第
一
の
二
の
表
中
「
七

学
試
験
の
定
性
分
析
の
項
中
「

を
「
八
千
七
百
二
十
円
」
に
、

千
三
百
九
十
円
」
を
「
三
千
四

十
円
」
に
、
「
四
万
五
千
百
七

「
三
千
二
百
七
十
円
」
に
改
め

七
十
円
」
に
、
「
六
千
百
二
十

百
二
十
円
」
に
、
「
二
万
千
九

じ
。
）
を
超
え
る
場
合
に

二

月
の
中
途
に
入
学
し
た

支
給
法
第
三
条
第
一
項
に

合
に
お
け
る
入
学
の
日
の

三

高
等
学
校
の
通
信
制
の

一
号
及
び
第
三
号
に
該
当

の
が
新
た
に
単
位
を
修
得

超
え
る
こ
と
と
な
る
と
き

第
二
条
の
二

条
例
別
表
第
一

す
る
。

一

高
等
学
校
等
就
学
支
援

「
就
学
支
援
金
支
給
法
」

つ
い
て
、
校
長
が
休
学
そ

第
二
号
に
規
定
す
る
高
等

六
月
（
定
時
制
の
課
程
に

」

「
四
千
五
百
九
十
円
」
を
「
四
千

四
万
二
千
七
百
九
十
円
」
を
「
四

三
十
円
」
に
、
「
四
千
二
百
五
十

項
中
「
十
円
三
十
七
銭
」
を
「
十

め
、
同
表

の
項
中
「
検
査
（
」

四
十
円
」
に
、
「
三
千
六
百
円
」

に
、
「
一
万
千
五
百
四
十
円
」
を

万
八
千
六
十
円
」
に
、
「
四
万
九

八
百
五
十
円

を
「

八

百
五
十
円
」
を
「
七
百
七
十
円
」

四
千
九
百
円
」
を
「
四
千
九
百
四

「
一
万
七
千
六
百
四
十
円
」
を
「

百
八
十
円
」
に
、
「
三
万
五
千
四

十
円
」
を
「
四
万
五
千
九
百
七
十

、
同
表
理
化
学
試
験
の
定
量
分
析

円
」
を
「
六
千
百
八
十
円
」
に
、

百
十
円
」
を
「
二
万
二
千
二
百
円

お
け
る
三
十
六
月
を
超
え
る
月
の

者
が
、
そ
の
翌
月
以
降
の
就
学
に

規
定
す
る
就
学
支
援
金
を
い
う
。

属
す
る
月
の
月
割
額

課
程
に
在
学
す
る
者
の
う
ち
、
就

せ
ず
、
か
つ
、
既
に
申
込
み
を
し

し
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、

に
お
け
る
四
十
八
月
を
超
え
る
期

の
９
の
表
の
規
定
に
基
づ
き
知
事

金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成

と
い
う
。
）
第
三
条
第
二
項
第
一

の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め

学
校
等
に
在
学
し
た
期
間
を
い
う

在
学
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
四
十

一

」

七
百
二
十
円
」
に
、
「
九
千
二
百

万
三
千
四
百
五
十
円
」
に
、
「
五

円
」
を
「
四
千
二
百
八
十
円
」
に

円
五
十
八
銭
」
に
、
「
四
百
七

の
下
に
「
亜
硝
酸
態
窒
素
、
」
を

を
「
三
千
七
百
円
」
に
、
「
五
千

「
一
万
千
八
百
六
十
円
」
に
、
「

百
四
十
円
」
を
「
四
万
二
千
百
円

百
七
十
円

に
、
「
二
千
九
百
七

に
改
め
、
別
表
第
一
の
三
の
表
理

十
円
」
に
、
「
八
千
六
百
三
十
円

一
万
七
千
八
百
八
十
円
」
に
、
「

百
四
十
円
」
を
「
三
万
五
千
九
百

円
」
に
、
「
三
千
二
百
六
十
円
」

の
項
中
「
二
千
六
十
円
」
を
「
二

「
一
万
八
百
二
十
円
」
を
「
一
万

」
に
、
「
四
千
二
百
六
十
円
」

月
割
額

つ
い
て
就
学
支
援
金
（
就
学
支
援

以
下
同
じ
。
）
の
支
給
を
受
け
る

学
支
援
金
支
給
法
第
三
条
第
二
項

た
単
位
数
が
七
十
四
未
満
で
あ
る

在
学
期
間
が
通
算
し
て
四
十
八
月

間
に
係
る
受
講
料
の
額

が
定
め
る
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額

二
十
二
年
法
律
第
十
八
号
。
以

号
及
び
第
三
号
に
該
当
し
な
い
者

る
事
由
に
よ
り
、
在
学
期
間
（
同

。
以
下
同
じ
。
）
が
通
算
し
て
三

八
月
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

十 万改十加八二」十 化」三九を千九を 金場第もを と下に項十同

規

則



平

千
五

円
」

成 年 月 日 月曜日

円
」

百
五

に
、

円
」

九
千

「
三

「
三

十
円

山 口

円
」

千
四

「
四

円
」

に
、

円
」

百
十

六
千

県 報

百
十

百
十

「
三

十
円

円
」

三
百

「
三

「
八

（号 外 ）

円
」

三
千

「
三

五
百

円
」

を千
五

円
」

百
四
十
円
」
を
「
一
万
千
八
百
六

に
、
「
四
千
四
百
六
十
円
」
を

を
「
四
千
五
百
九
十
円
」
に
改
め

十
円
」
を
「
千
三
百
八
十
円
」
に

「
千
七
百
四
十
円
」
を
「
千
七

に
、
「
九
千
二
百
十
円
」
を
「
九

二
百
十
円
」
に
、
「
三
千
五
百

万
八
千
四
百
三
十
円
」
に
、
「

千
六
百
円
」
を
「
三
千
七
百
円
」

」
を
「
二
千
二
百
八
十
円
」
に
、

に
、
「
一
万
三
千
六
百
四
十
円
」

百
九
十
円
」
に
、
「
七
千
八
百

千
四
十
円
」
に
、
「
三
千
八
百

を
「
一
万
六
千
六
百
二
十
円
」
に

「
九
千
九
百
七
十
円
」
を
「
一

に
、
「
一
万
五
百
七
十
円
」
を

円
」
に
、
「
七
千
九
百
七
十
円
」

七
百
七
十
円
」
に
、
「
七
千
二

円
」
を
「
千
百
四
十
円
」
に
、

円
」
を
「
九
千
四
百
七
十
円
」
に

万
千
七
十
円
」
を
「
三
万
千
九
百

」
に
改
め
、
同
表

の
項
中
「
七

を
「
一
万
九
千
二
百
十
円
」
に
、

四
十
円
」
を
「
四
千
四
百
六
十

千
四
百
八
十
円
」
を
「
三
千
五

百
五
十
円
」
を
「
八
百
七
十
円

を
「
九
千
四
百
七
十
円
」
に
、

五
百
九
十
円
」
を
「
三
万
四
千

千
六
百
円
」
を
「
三
千
七
百
円
」

四
十
円
」
を
「
一
万
千
八
百
六

に
、
「
四
万
九
百
四
十
円
」
を

「
八
百
七
十
円
」
に
、
「
三
千
六
百

百
四
十
円
」
に
、
「
一
万
四
百
五

を
「
二
万
五
千
四
百
七
十
円
」
に

十
円
」
に
、
「
二
万
三
千
五
百

「
四
千
五
百
八
十
円
」
に
、
「
四

、
同
表

の
項
中
「
六
百
円
」

改
め
、
同
表

の
項
中
「
八
百

百
八
十
円
」
に
、
「
五
千
二
百
二

千
四
百
七
十
円
」
に
、
「
一
万

円
」
を
「
三
千
六
百
円
」
に
、

四
万
七
千
二
百
四
十
円
」
を
「
四

に
、
「
千
百
十
円
」
を
「
千
百

「
六
千
五
百
九
十
円
」
を
「
六

を
「
一
万
四
千
二
十
円
」
に
、

四
十
円
」
を
「
八
千
六
十
円
」
に

六
十
円
」
を
「
三
千
九
百
七
十
円

、
「
一
万
二
千
二
百
七
十
円
」

万
二
百
五
十
円
」
に
、
「
七
千
九

「
一
万
八
百
七
十
円
」
に
、
「
八

を
「
八
千
百
九
十
円
」
に
、
「

百
二
十
円
」
を
「
七
千
四
百
二
十

「
四
千
五
百
九
十
円
」
を
「
四
千

、
「
一
万
三
千
六
百
四
十
円
」

五
十
円
」
に
、
「
四
万
九
千
七

百
三
十
円
」
を
「
七
百
五
十
円

「
一
万
八
百
三
十
円
」
を
「
一

円
」
に
、
「
六
千
二
百
十
円
」
を

百
七
十
円
」
に
、
「
三
千
百
円
」

」
に
、
「
二
万
二
千
二
百
五
十
円

「
二
万
九
百
九
十
円
」
を
「
二
万

五
百
四
十
円
」
に
、
「
千
百
十
円

に
、
「
五
千
八
百
五
十
円
」
を

十
円
」
に
、
「
二
万
七
千
二
百
九

「
四
万
二
千
百
円
」
に
改
め
、
同

円
」
を
「
三
千
七
百
円
」
に
、

十
円
」
を
「
一
万
七
百
四
十
円

、
「
三
万
八
千
九
百
八
十
円
」

十
円
」
を
「
二
万
四
千
百
八
十

万
五
千
九
百
八
十
円
」
を
「
四

を
「
六
百
十
円
」
に
、
「
千
三

五
十
円
」
を
「
八
百
七
十
円
」

十
円
」
を
「
五
千
三
百
六
十

八
千
六
百
八
十
円
」
を
「
一
万

「
三
万
七
千
三
百
七
十
円
」
を

万
八
千
五
百
八
十
円
」
に
、

四
十
円
」
に
、
「
二
千
二
百
二

千
七
百
七
十
円
」
に
、
「
一
万

「
五
千
三
百
四
十
円
」
を
「
五

、
「
三
千
九
百
三
十
円
」
を

」
に
、
「
一
万
六
千
百
六
十

を
「
一
万
二
千
六
百
二
十
円
」

十
円
」
を
「
七
千
二
百
九
十

千
九
百
六
十
円
」
を
「
九
千
二

二
万
六
千
三
十
円
」
を
「
二
万

円
」
に
、
「
四
千
四
百
七
十

七
百
二
十
円
」
に
、
「
九
千
二

を
「
一
万
四
千
二
十
円
」
に
、

百
六
十
円
」
を
「
五
万
千
百
八

」
に
、
「
一
万
八
千
六
百
八
十

万
千
百
三
十
円
」
に
、
「
四
千

「
六
千
三
百
八
十
円
」
に
、

を
「
三
千
百
八
十
円
」
に
、

」
を
「
二
万
二
千
八
百
八
十

千
五
百
八
十
円
」
に
、
「
三
万

」
を
「
千
百
四
十
円
」
に
、

「
六
千
十
円
」
に
、
「
一
万
千

十
円
」
を
「
二
万
八
千
六
十

表

の
項
中
「
八
百
五
十
円
」

「
七
千
三
百
四
十
円
」
を
「
七

」
に
、
「
二
万
四
千
七
百
七
十

を
「
四
万
九
十
円
」
に
、
「
千

一

高
等
学
校

十

授

業

「
九
百
三
十
円
」
に
、
「
千
五

に
、
「
二
千
百
八
十
円
」
を
「

十
円
」
を
「
四
百
円
」
に
、
「

五
百
七
十
円
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
中
「
公
の
施
設
」

二
の
項
を
十
四
の
項
と
し
、
十

円
」
に
、
「
三
百
七
十
円
」
を

「
四
百
二
十
円
」
を
「
四
百
三

円
」
を
「
九
千
四
百
六
十
円
」

「
千
四
十
円
」
に
、
「
四
百
七

円
」
に
、
「
八
百
四
十
円
」
を

百
二
十
円
」
を
「
五
百
三
十
円

九
十
円
」
を
「
六
百
円
」
に
、

円
」
に
改
め
、
同
表
映
像
器
具

万
七
千
二
百
九
十
円
」
に
、
「

百
九
十
円
」
を
「
四
千
七
百
二

に
、
「
二
千
百
六
十
円
」
を
「

円
」
に
、
「
一
万
千
二
百
十
円

「
二
万
三
千
四
百
八
十
円
」
に

六
百
五
十
円
」
を
「
四
万
五
千

円
」
に
改
め
、
別
表
第
一
の
五

七
の
表
体
育
器
具
等
の
項
中
「

さ
れ
た
月
ま
で
の
間
の
授
業

下
さ
れ
た
月
の
翌
月
の
二
十

れ
た
月
が
三
月
の
場
合
に
あ

料

に
二
月
分
及
び
三
月
分
に
あ
つ

し
て
五
月
二
十
二
日
、
八
月
二

二
日
（
全
日
制
課
程
の
最
終
学

卒
業
す
る
見
込
み
の
者
に
つ
い

ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
就
学

の
規
定
に
よ
る
受
給
資
格
の
認

係
る
次
に
掲
げ
る
授
業
料
に
つ

に
定
め
る
日
ま
で
と
す
る
。

受
給
資
格
を
有
す
る
期
間

第
九
条
の
規
定
に
よ
る
支
払

た
期
間
を
除
く
。
）
の
授
業

業
料
に
係
る
債
権
の
弁
済
に

受
給
資
格
の
認
定
の
申
請

る
認
定
の
申
請
を
し
た
月
か

十
円
」
を
「
千
八
十
円
」
に
、
「

二
千
二
百
四
十
円
」
に
改
め
、
同

四
百
二
十
円
」
を
「
四
百
三
十
円

を
「
財
産
、
公
の
施
設
」
に
改
め

一
の
項
を
十
三
の
項
と
し
、
同
項

全
日
制
課
程
及
び
定
時
制
課

月
割
額
に
よ
り
納
入
す
る
こ

日
（
四
月
分
及
び
五
月
分
、
七

「
三
百
八
十
円
」
に
、
「
六
百
三

十
円
」
に
、
「
八
百
五
十
円
」
を

に
、
「
八
百
三
十
円
」
を
「
八
百

十
円
」
を
「
四
百
八
十
円
」
に
、

「
八
百
六
十
円
」
に
、
「
八
百
十

」
に
、
「
二
千
七
百
七
十
円
」
を

「
八
百
円
」
を
「
八
百
二
十
円
」

の
項
中
「
五
百
十
円
」
を
「
五
百

五
万
九
千
八
百
四
十
円
」
を
「
六

十
円
」
に
改
め
、
同
表

の
項
中

二
千
二
百
二
十
円
」
に
、
「
六
千

」
を
「
一
万
千
五
百
三
十
円
」
に

、
「
四
千
四
百
六
十
円
」
を
「
四

九
百
二
十
円
」
に
、
「
五
万
八
千

の
表
中
「
六
百
二
十
円
」
を
「
六

三
百
六
十
円
」
を
「
三
百
七
十
円

料

認
定
の
申
請
が
却

二
日
（
申
請
が
却
下
さ

つ
て
は
、
申
請
が
却
下

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
括

十
二
日
及
び
二
月
二
十

年
に
在
籍
し
、
三
月
に

て
は
、
二
月
十
日
）
）

支
援
金
支
給
法
第
四
条

定
の
申
請
を
し
た
者
に

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次

（
就
学
支
援
金
支
給
法

の
一
時
差
止
め
を
受
け

料

就
学
支
援
金
が
授

充
て
ら
れ
る
日

が
却
下
さ
れ
た
者
に
係

ら
認
定
の
申
請
が
却
下

九
百
六
十
円
」
を
「
九
百
八
十
円

表
そ
の
他
の
器
具
の
項
中
「
三
百

」
に
、
「
千
五
百
三
十
円
」
を
「

、
十
三
の
項
を
十
五
の
項
と
し
、

の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

程と
と
し
、
毎
月
二
十
二

月
分
及
び
八
月
分
並
び

十
円
」
を
「
六
百
四
十
円
」
に

「
八
百
七
十
円
」
に
、
「
九
千
二

五
十
円
」
に
、
「
千
二
十
円
」

「
六
百
六
十
円
」
を
「
六
百
七

円
」
を
「
八
百
三
十
円
」
に
、
「

「
二
千
八
百
四
十
円
」
に
、
「
五

に
、
「
三
百
九
十
円
」
を
「
四

二
十
円
」
に
、
「
九
百
十
円
」

万
千
五
百
四
十
円
」
に
、
「
四
千

「
千
八
十
円
」
を
「
千
百
十
円

五
百
九
十
円
」
を
「
六
千
七
百
七

、
「
二
万
二
千
八
百
三
十
円
」

千
五
百
八
十
円
」
に
、
「
四
万
四

百
円
」
を
「
五
万
九
千
七
百
六

百
三
十
円
」
に
改
め
、
別
表
第
一

」
に
、
「
六
百
円
」
を
「
六
百

二

」九千十 、百を十五百百を 五」十を千十の十



平成 年 月 日 月曜日

別
の
項七

山 口 県

十二

報 （号 外 ）

山
口
き
ら
ら

博
記
念
公
園

進

級

料

内

表
第
二
中
九
の
項
及
び
十
の
項
を

を
八
の
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次

維
新
百
年
記

念
公
園

亀
山
公
園

片
添
ケ
浜
海

浜
公
園

萩
ウ
ェ
ル
ネ

ス
パ
ー
ク

都
市
公
園
使

用
料

四及翌日る

中
等
教
育
学

校

授

業

料

進

入

学

料

入内月月月終い支のは
又
は
編
入
学
後
五
日
以
内

削
り
、
八
の
項
を
十
の
項
と
し

の
よ
う
に
加
え
る
。

月
一
日
か
ら
使
用
を
開
始
す
る
場
合

び
使
用
期
間
が
翌
年
度
以
降
に
わ
た

年
度
以
降
の
使
用
料
に
あ
つ
て
は
、

か
ら
三
十
日
以
内
で
知
事
が
指
定

。 間
を
除
く
。
）
の
授
業
料

就
学
支

係
る
債
権
の
弁
済
に
充
て
ら
れ
る
日

受
給
資
格
の
認
定
の
申
請
が
却
下

認
定
の
申
請
を
し
た
月
か
ら
認
定
の

た
月
ま
で
の
間
の
授
業
料

認
定
の

た
月
の
翌
月
の
二
十
二
日
（
申
請
が

三
月
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
申
請
が

ら
二
十
日
以
内
）

受
給
資
格
が
消
滅
し
た
者
に
係
る

消
滅
に
よ
り
未
納
と
な
つ
て
い
る
授

の
消
滅
し
た
月
の
翌
月
の
二
十
二
日

滅
し
た
月
が
三
月
の
場
合
に
あ
つ
て

消
滅
し
た
日
か
ら
二
十
日
以
内
）

級
後
五
日
（
休
業
日
の
日
数
は
、
算

学
後
五
日
（
休
業
日
の
日
数
は
、
算

割
額
に
よ
り
納
入
す
る
こ
と
と
し

（
四
月
分
及
び
五
月
分
、
七
月
分
及
び

分
及
び
三
月
分
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ

二
十
二
日
、
八
月
二
十
二
日
及
び
二

学
年
に
在
籍
し
、
三
月
に
卒
業
す
る

て
は
、
二
月
十
日
）
）
ま
で
と
す
る

援
金
支
給
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る

申
請
を
し
た
者
に
係
る
次
に
掲
げ
る

、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
日
ま
で
と

受
給
資
格
を
有
す
る
期
間
（
就
学

九
条
の
規
定
に
よ
る
支
払
の
一
時
差

さ
れ
た
日
か
ら
二
十
日
以
内
）

受
給
資
格
が
消
滅
し
た
者
に
係

の
消
滅
に
よ
り
未
納
と
な
つ
て
い

資
格
の
消
滅
し
た
月
の
翌
月
の
二

格
の
消
滅
し
た
月
が
三
月
の
場
合

給
資
格
の
消
滅
し
た
日
か
ら
二
十

専
攻
科

月
割
額
に
よ
り
納
入
す
る
こ
と
と

日
（
二
月
分
及
び
三
月
分
に
あ
つ
て

月
二
十
二
日
（
最
終
学
年
に
在
籍
し

る
見
込
み
の
者
に
つ
い
て
は
、
二
月

す
る
。

、
七
の
項
を
九
の
項
と
し
、
六

に
お
け
る
使
用
料

る
場
合
に
お
け
る

各
年
度
の
四
月
一

す
る
日
ま
で
と
す

援
金
が
授
業
料
に

さ
れ
た
者
に
係
る

申
請
が
却
下
さ
れ

申
請
が
却
下
さ
れ

却
下
さ
れ
た
月
が

却
下
さ
れ
た
日
か

当
該
受
給
資
格
の

業
料

受
給
資
格

（
受
給
資
格
の
消

は
、
受
給
資
格
の

入
し
な
い
。
）
以

入
し
な
い
。
）
以

、
毎
月
二
十
二
日

八
月
分
並
び
に
二

ぞ
れ
一
括
し
て
五

月
二
十
二
日
（
最

見
込
み
の
者
に
つ

。
た
だ
し
、
就
学

受
給
資
格
の
認
定

授
業
料
に
つ
い
て

す
る
。

支
援
金
支
給
法
第

止
め
を
受
け
た
期

る
当
該
受
給
資
格

る
授
業
料

受
給

十
二
日
（
受
給
資

に
あ
つ
て
は
、
受

日
以
内
）

し
、
毎
月
二
十
二

は
、
一
括
し
て
二

、
三
月
に
卒
業
す

十
日
）
）
ま
で
と

第
三
十
四
条
第
一
項
第
二
号

章
か
ら
第
十
章
ま
で
、
第
十
三

第
五
十
六
条
第
一
項
第
二
号

二

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指

に
、
「
第
十
五
章

一
体
型
指

条
）
」
を
「
第
十
五
章

削
除

第
二
条
第
五
号
を
次
の
よ
う

五

利
用
者
に
関
す
る
告
示

す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ

す
る
基
準
第
百
八
十
四
条

臣
が
定
め
る
者
等
（
平
成

山
口
県
規
則
第
十
八
号

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

例
施
行
規
則
の
一
部
を

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

行
規
則
（
平
成
二
十
四
年
山
口

目
次
中
「
第
七
章

指
定
共

に
、
「
第
十
三
章

指
定
共
同

指
定
共
同
生
活
援
助
（
第
百
三

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十

別
表
第
二
中
五
の
項
を
六
の

を
二
の
項
と
し
、
同
項
の
前
に

一

行
政
財
産

土
地
建
物

用
料

中
「
第
七
章
か
ら
第
十
章
ま
で
、

章
か
ら
第
十
四
章
ま
で
」
に
改
め

イ
中
「
平
均
障
害
程
度
区
分
」
を

定
共
同
生
活
援
助
（
第
百
三
十
三

定
共
同
生
活
介
護
事
業
所
等
の
特

」
に
改
め
る
。

に
改
め
る
。

に
定
め
る
者

障
害
者
の
日
常
生

く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事

に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
百
七

十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百

ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び

改
正
す
る
規
則

事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

県
規
則
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を

同
生
活
介
護
（
第
八
十
七
条

第

生
活
援
助
（
第
百
三
十
二
条
・
第

十
一
条
の
二

第
百
三
十
三
条
）

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

一
日

山
口

項
と
し
、
二
の
項
か
ら
四
の
項
ま

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

使

四
月
一
日
か
ら
使
用
を
開
始
す
る

及
び
使
用
期
間
が
翌
年
度
以
降
に

翌
年
度
以
降
の
使
用
料
に
あ
つ
て

日
か
ら
三
十
日
以
内
で
知
事
が

る
。

三

第
十
四
章
、
第
十
五
章
」
を
「
第

る
。「

平
均
障
害
支
援
区
分
」
に
改

条
の
二

第
百
三
十
三
条
の
五
）

例
（
第
百
三
十
五
条
・
第
百
三
十

活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支

業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

十
条
の
二
に
規
定
す
る
厚
生
労
働

五
十
三
号
）
に
定
め
る
者
を
い
う

運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る

に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

百
二
条
）
」
を
「
第
七
章

削
除

百
三
十
三
条
）
」
を
「
第
十
三
章

第
十
三
章

に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

県
知
事

村

岡

嗣

政

で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
一
の

場
合
に
お
け
る
使
用
料

わ
た
る
場
合
に
お
け
る

は
、
各
年
度
の
四
月
一

指
定
す
る
日
ま
で
と
す

八め 」六援関大。 条施」の 施 項



平

定に

成 年 月 日 月曜日

第
八第

（
利

第
百立定サ等

山 口

第
所
」

定
共

同
生第

業
所第

県 報

等
」

「
当

業
所

共
同第

業
者

に
、

る
。

（号 外 ）

る
。第

事
業

定
共

介
護

同
生

サ
ー

活
訓

自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業

、
当
該
支
給
決
定
障
害
者
及
び
当

十
七
条
か
ら
第
百
二
条
ま
で

削

百
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加

用
者
負
担
額
合
計
額
の
算
定
等
）

十
一
条
の
二

指
定
自
立
訓
練

訓
練
を
受
け
る
者
及
び
利
用
者
に

自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
者

ー
ビ
ス
等
を
受
け
た
と
き
は
、
当

に
係
る
利
用
者
負
担
額
合
計
額
を

六
十
九
条
第
一
号
中
「
、
指
定
共

の
下
に
「
、
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用

同
生
活
介
護
」
を
削
り
、
「
指
定

活
援
助
」
を
加
え
る
。

七
十
七
条
第
二
号
中
「
指
定
共
同

」
の
下
に
「
又
は
外
部
サ
ー
ビ
ス

七
章
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
章

削
除

に
、
「
当
該
指
定
共
同
生
活
介

該
指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）

（
指
定
共
同
生
活
援
助
」
を
「
、

生
活
援
助
事
業
所
（
外
部
サ
ー
ビ

六
十
八
条
第
二
号
中
「
指
定
共
同

等
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
指
定

「
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
所

六
十
七
条
第
二
号
中
「
指
定
共
同

者
（
指
定
共
同
生
活
援
助
」
を

同
生
活
援
助
事
業
者
（
外
部
サ
ー

事
業
者
等
」
を
「
「
指
定
自
立
訓

活
介
護
、
」
を
削
り
、
「
又
は

ビ
ス
利
用
型
指
定
共
同
生
活
援
助

練
）
等
」
に
、
「
指
定
共
同
生
活者

は
、
利
用
者
負
担
額
合
計
額
を

該
他
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

除え
る
。

（
生
活
訓
練
）
事
業
者
は
、
支
給

関
す
る
告
示
に
定
め
る
者
に
限

が
提
供
す
る
指
定
宿
泊
型
自
立

該
指
定
宿
泊
型
自
立
訓
練
及
び

算
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
生
活
介
護
事
業
所
」
を
削
り

型
指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
所

共
同
生
活
援
助
」
の
下
に
「
、

生
活
介
護
事
業
所
又
は
」
を
削

利
用
型
指
定
共
同
生
活
援
助
事

護
事
業
者
等
が
設
置
す
る
指
定
共

事
業
者
等
が
設
置
す
る
」
に
、

指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
所
又

ス
利
用
型
指
定
共
同
生
活
援
助

生
活
介
護
事
業
者
等
」
を
「
指

共
同
生
活
介
護
等
」
を
「
指
定

等
」
を
「
指
定
自
立
訓
練
（
生
活

生
活
介
護
事
業
者
、
」
を
削
り

「
、
指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
者

ビ
ス
利
用
型
指
定
共
同
生
活
援

練
（
生
活
訓
練
）
事
業
者
等
」

指
定
共
同
生
活
援
助
」
を
「
、
指

」
に
、
「
指
定
共
同
生
活
介
護

介
護
事
業
所
等
」
を
「
指
定
自

市
町
村
に
報
告
す
る
と
と
も

ス
等
を
提
供
し
た
指
定
障
害
福

決
定
障
害
者
（
指
定
宿
泊
型
自

る
。
）
が
同
一
の
月
に
当
該
指

訓
練
及
び
他
の
指
定
障
害
福
祉

他
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
指

、
「
指
定
共
同
生
活
援
助
事
業

」
を
加
え
、
同
号
イ
中
「
、
指

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
共

り
、
「
指
定
共
同
生
活
援
助
事

業
所
」
を
加
え
る
。

同
生
活
介
護
事
業
所
、
」
を

「
又
は
指
定
共
同
生
活
援
助
事

は
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定

」
に
改
め
る
。

定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事

自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
等
」

訓
練
）
事
業
所
等
」
に
改
め

、
「
又
は
指
定
共
同
生
活
援
助

又
は
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指

助
」
に
、
「
「
指
定
共
同
生
活

に
改
め
、
同
号
イ
中
「
指
定
共

定
共
同
生
活
援
助
又
は
外
部

等
」
を
「
指
定
自
立
訓
練
（
生

立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
所

で
に
掲
げ
る
数
の
合
計
数

イ

障
害
支
援
区
分
に
係

と
あ
る
の
は
「
利
用
者
に
関
す

第
十
三
章
中
第
百
三
十
二
条

（
従
業
者
）

第
百
三
十
一
条
の
二

条
例
第

る
。

一

世
話
人

指
定
共
同
生

し
て
得
た
数
以
上

二

生
活
支
援
員

指
定
共

泊
型
自
立
訓
練
を
受
け
る
も
の

第
百
十
九
条
中
「
、
第
十
九

百
十
一
条
の
二
、
」
に
改
め
、

定
障
害
者
（
利
用
者
に
関
す
る

等
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
支
給

あ
る
の
は
「
除
き
、
利
用
者
に

る
者
」
と
あ
る
の
は
「
受
け
て

百
十
一
条
の
二
中
「
指
定
宿
泊

決
定
障
害
者
及
び
当
該
他
の

業
者
等
に
通
知
し
な
け
れ
ば

第
百
十
二
条
中
「
、
第
十
九

第
二
十
条
中
「
支
給
決
定
障
害

を
受
け
る
者
及
び
利
用
者
に
関

者
等
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
支

あ
る
の
は
「
除
き
、
指
定
宿
泊

限
る
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
に
通

２

指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓

る
者
及
び
利
用
者
に
関
す
る

害
者
が
同
一
の
月
に
当
該
指

活
訓
練
）
（
指
定
宿
泊
型
自

と
き
は
、
当
該
指
定
自
立
訓

者
負
担
額
合
計
額
を
算
定
し

（
生
活
訓
練
）
事
業
者
は
、

以
上

る
市
町
村
審
査
会
に
よ
る
審
査
及

る
告
示
に
定
め
る
者
」
に
改
め
る

の
前
に
次
の
九
条
を
加
え
る
。

五
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
則
で

活
援
助
事
業
所
ご
と
に
、
常
勤
換

同
生
活
援
助
事
業
所
ご
と
に
、
常

及
び
利
用
者
に
関
す
る
告
示
に
定

条
」
の
下
に
「
、
第
二
十
条
」
を

「
、
第
二
十
条
中
「
支
給
決
定
障

告
示
に
定
め
る
者
を
除
く
。
）
の

決
定
障
害
者
」
と
」
を
削
り
、
「

関
す
る
告
示
に
定
め
る
者
に
限
る

い
る
者
で
あ
っ
て
、
利
用
者
に
関

型
自
立
訓
練
を
受
け
る
者
及
び
利

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
提

な
ら
な
い
。

条
」
の
下
に
「
、
第
二
十
条
」
を

者
等
の
」
と
あ
る
の
は
「
支
給
決

す
る
告
示
に
定
め
る
者
を
除
く
。

給
決
定
障
害
者
」
と
」
及
び
「
、

型
自
立
訓
練
を
受
け
る
者
及
び
利

受
け
て
い
る
者
」
と
あ
る
の
は
「

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

練
）
事
業
者
は
、
支
給
決
定
障
害

告
示
に
定
め
る
者
を
除
く
。
）
の

定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業

立
訓
練
を
除
く
。
）
及
び
他
の
指

練
（
生
活
訓
練
）
及
び
他
の
指
定

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合

利
用
者
負
担
額
合
計
額
を
市
町
村

び
判
定
の
基
準
等
に
関
す
る
省

。定
め
る
員
数
は
、
次
の
と
お
り
と

算
方
法
で
、
利
用
者
の
数
を
六
で

勤
換
算
方
法
で
、
次
の
イ
か
ら
ニ

め
る
も
の
」
と
」
を
削
る
。

加
え
、
「
第
九
十
五
条
、
」
を
「

害
者
等
の
」
と
あ
る
の
は
「
支
給

」
と
、
「
当
該
支
給
決
定
障
害

第
九
十
五
条
第
一
項
中
「
除
く
」

」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
受
け
て

す
る
告
示
に
定
め
る
も
の
」
を
「

用
者
に
関
す
る
告
示
に
定
め
る
者

供
し
た
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

加
え
、
「
第
九
十
五
条
、
」
、
「

定
障
害
者
（
指
定
宿
泊
型
自
立
訓

）
の
」
と
、
「
当
該
支
給
決
定
障

第
九
十
五
条
第
一
項
中
「
除
く
」

用
者
に
関
す
る
告
示
に
定
め
る
者

受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
指
定

者
（
指
定
宿
泊
型
自
立
訓
練
を
受

依
頼
を
受
け
て
、
当
該
支
給
決
定

者
が
提
供
す
る
指
定
自
立
訓
練
（

定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
利

に
お
い
て
、
当
該
指
定
自
立
訓

に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
当
該
支

四

令 す除ま 第決者とい第」 事、練害とに宿 け障生た用練給
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年 月 日 月曜日

（
勤

第
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報

三
（
サ

第
百第一

（号 外 ）

事
業
所
の
従
業
者
に
よ
り
指
定
共

定
共
同
生
活
援
助
事
業
者
が
業

、
こ
の
限
り
で
な
い
。

務
体
制
の
確
保
等
）

三
十
一
条
の
四

指
定
共
同
生
活

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
指
定
共
同

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
者
は
、

心
し
て
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が

に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
者
は
、

者
等
に
対
す
る
照
会
等
に
よ
り
、

外
に
お
け
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
利

利
用
者
が
自
立
し
た
社
会
生
活

調
整
を
行
う
こ
と
。

他
の
従
業
者
に
対
す
る
技
術
指

て
得
た
数

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
の
員
数

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同

は
、
「
三
十
」
と
読
み
替
え
る
も

ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
の
責
務
）

三
十
一
条
の
三

サ
ー
ビ
ス
管
理

四
十
六
条
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ

利
用
申
込
者
の
利
用
に
際
し
、

（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省

に
規
定
す
る
区
分
三
に
該
当
す

ロ

区
分
省
令
第
一
条
第
五
号
に

た
数

ハ

区
分
省
令
第
一
条
第
六
号
に

た
数

ニ

区
分
省
令
第
一
条
第
七
号
に

同
生
活
援
助
を
提
供
し
な
け
れ

務
の
管
理
及
び
指
揮
命
令
を
確
実

援
助
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対

生
活
援
助
事
業
所
ご
と
に
、
従

従
業
者
の
勤
務
の
体
制
を
定
め

で
き
る
よ
う
、
継
続
性
を
重
視

指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
所
ご

そ
の
者
の
心
身
の
状
況
、
当
該

ビ
ス
等
の
利
用
状
況
等
を
把
握

置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
照
ら

定
期
的
に
検
討
す
る
と
と
も
に

用
者
に
対
し
、
必
要
な
支
援
を

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指

導
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
。

に
つ
い
て
は
、
第
三
十
四
条
第

号
中
「
六
十
」
と
あ
り
、
及
び
同

の
と
す
る
。

責
任
者
は
、
第
百
三
十
三
条
に

か
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も

そ
の
者
が
現
に
利
用
し
て
い
る

令
第
五
号
。
以
下
「
区
分
省
令

る
利
用
者
の
数
を
九
で
除
し
て

規
定
す
る
区
分
四
に
該
当
す
る

規
定
す
る
区
分
五
に
該
当
す
る

規
定
す
る
区
分
六
に
該
当
す
る

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
場
合

し
、
適
切
な
指
定
共
同
生
活
援

業
者
の
勤
務
の
体
制
を
定
め
て

る
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
が

し
た
指
定
共
同
生
活
援
助
の
提

と
に
、
当
該
指
定
共
同
生
活
援

指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
所
以

す
る
こ
と
。

し
、
利
用
者
が
自
立
し
た
日
常

、
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む

行
う
こ
と
。

定
生
活
介
護
事
業
所
等
と
連
絡

一
項
第
四
号
の
規
定
を
準
用
す

号
ロ
中
「
四
十
」
と
あ
る
の

お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る

の
と
す
る
。

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
四
号

得
た
数

利
用
者
の
数
を
六
で
除
し
て
得

利
用
者
の
数
を
四
で
除
し
て
得

利
用
者
の
数
を
二
・
五
で
除
し

（
運
営
規
程
）

第
百
三
十
一
条
の
六

指
定
共

掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い

に
交
流
を
図
る
こ
と
が
で

イ

一
室
の
定
員
は
、
一

要
と
認
め
ら
れ
る
場
合

ロ

一
室
の
床
面
積
は
、

八

サ
テ
ラ
イ
ト
型
住
居
の

イ

入
居
定
員
を
一
人
と

ロ

日
常
生
活
を
営
む
上

ハ

居
室
の
床
面
積
は
、

四

既
存
の
建
物
を
共
同
生

特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め

居
定
員
を
二
人
以
上
三
十

員
と
同
数
を
上
限
と
す
る

五

共
同
生
活
住
居
は
、
一

備
を
設
け
る
こ
と
。

六

ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
定
員

七

ユ
ニ
ッ
ト
に
は
、
次
に

第
百
三
十
一
条
の
五

条
例
第

一

共
同
生
活
住
居
の
入
居

二

共
同
生
活
住
居
の
配
置

す
る
こ
と
。

三

共
同
生
活
住
居
（
サ
テ

定
員
を
二
人
以
上
十
人
以

合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
共

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

４

指
定
共
同
生
活
援
助
事
業

活
支
援
員
の
業
務
の
全
部
又

当
該
事
業
者
の
業
務
の
実
施

な
ら
な
い
。

５

指
定
共
同
生
活
援
助
事
業

機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な

（
設
備
）

同
生
活
援
助
事
業
者
は
、
指
定
共

て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
運
営
規

き
る
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

人
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
利
用

は
、
二
人
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

収
納
設
備
等
を
除
き
、
七
・
四
三

設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
こ
と
。

で
必
要
な
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

収
納
設
備
等
を
除
き
、
七
・
四
三

活
住
居
と
し
た
共
同
生
活
住
居
を

る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か

人
以
下
（
た
だ
し
、
当
該
共
同
生

。
）
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
有
す
る
ほ
か

は
、
二
人
以
上
十
人
以
下
と
す
る

掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
居
室
及
び

五
十
八
条
の
四
第
三
項
の
基
準
は

定
員
の
合
計
は
、
四
人
以
上
と
す

、
構
造
及
び
設
備
は
、
利
用
者
の

ラ
イ
ト
型
住
居
を
除
く
。
以
下
こ

下
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
既
存

同
生
活
住
居
の
入
居
定
員
を
二
人

三
十
人
）
以
下
と
す
る
こ
と
が
で

者
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に

は
一
部
を
委
託
に
よ
り
他
の
事
業

状
況
に
つ
い
て
定
期
的
に
確
認
し

者
は
、
従
業
者
に
対
し
、
そ
の
資

ら
な
い
。

五

同
生
活
援
助
事
業
所
ご
と
に
、
次

程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
上

。平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と

す
る
。

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と

改
築
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
知
事

わ
ら
ず
、
当
該
共
同
生
活
住
居
の

活
住
居
を
改
築
す
る
時
点
の
入
居

、
日
常
生
活
を
営
む
上
で
必
要
な

こ
と
。

居
室
に
近
接
し
て
設
け
ら
れ
る
相

、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

る
こ
と
。

特
性
に
応
じ
て
工
夫
さ
れ
た
も
の

の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
入

の
建
物
を
共
同
生
活
住
居
と
す
る

以
上
二
十
人
（
知
事
が
特
に
必
要

き
る
。

よ
り
指
定
共
同
生
活
援
助
に
係
る

者
に
行
わ
せ
る
場
合
に
あ
っ
て
は

、
そ
の
結
果
等
を
記
録
し
な
け
れ

質
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
研
修

にな 必。。 が入定設互 と居場が 生、ばの



平

支る

成 年 月 日 月曜日

第
百同おい

２
し

（
利

第
百

山 口

生
３

退い
４

を努
（
入

県 報

七八九十
（
入

第
百

２

（号 外 ）

い一二三四五六
給
決
定
障
害
者
か
ら
指
定
共
同

。 三
十
一
条
の
八

指
定
共
同
生
活

生
活
援
助
事
業
者
の
名
称
、
入
居

い
て
「
受
給
者
証
記
載
事
項
」
と

。指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
者
は

、
遅
滞
な
く
、
報
告
し
な
け
れ
ば

用
者
負
担
額
等
の
受
領
）

三
十
一
条
の
九

指
定
共
同
生
活

活
歴
、
病
歴
等
の
把
握
に
努
め
な

指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
者
は
、

居
後
の
生
活
環
境
や
援
助
の
継
続

。指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
者
は
、

行
う
と
と
も
に
、
保
健
医
療
サ
ー

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

退
居
の
記
録
の
記
載
等
）

非
常
災
害
対
策

事
業
の
主
た
る
対
象
と
す
る
障

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に

そ
の
他
事
業
の
運
営
に
関
す
る

退
居
）

三
十
一
条
の
七

指
定
共
同
生

（
入
院
治
療
を
要
す
る
者
を
除
く
。

指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
者
は
、

。
事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職

入
居
定
員

指
定
共
同
生
活
援
助
の
内
容
並

額
入
居
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法生

活
援
助
に
係
る
利
用
者
負
担
額

援
助
事
業
者
は
、
入
居
又
は
退

又
は
退
居
の
年
月
日
そ
の
他
の

い
う
。
）
を
利
用
者
の
受
給
者

、
受
給
者
証
記
載
事
項
そ
の
他
の

な
ら
な
い
。

援
助
事
業
者
は
、
指
定
共
同
生

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

利
用
者
の
退
居
の
際
は
、
利
用

性
に
配
慮
し
、
退
居
に
必
要
な

利
用
者
の
退
居
に
際
し
て
は
、

ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

害
の
種
類
を
定
め
た
場
合
の
当

関
す
る
事
項

重
要
事
項

活
援
助
は
、
共
同
生
活
住
居
へ
の

）
に
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

利
用
申
込
者
の
入
居
に
際
し
て

務
の
内
容

び
に
支
給
決
定
障
害
者
か
ら
受

の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す

居
に
際
し
て
は
、
当
該
指
定
共

必
要
な
事
項
（
以
下
こ
の
章
に

証
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

必
要
な
事
項
を
市
町
村
に
対

活
援
助
を
提
供
し
た
と
き
は
、

者
の
希
望
を
踏
ま
え
た
上
で
、

援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

利
用
者
に
対
し
、
適
切
な
援
助

供
す
る
者
と
の
密
接
な
連
携
に

該
障
害
の
種
類

入
居
を
必
要
と
す
る
利
用
者

は
、
そ
の
者
の
心
身
の
状
況
、

領
す
る
費
用
の
種
類
及
び
そ
の

利
用
に
円
滑
に
移
行
で
き
る

処
遇
に
支
障
が
な
い
よ
う
に

第
百
三
十
一
条
の
十

指
定
共

す
る
第
四
十
六
条
第
一
項
に

日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

れ
て
い
る
環
境
に
応
じ
て
、

供
が
漫
然
か
つ
画
一
的
な
も

２

指
定
共
同
生
活
援
助
事
業

生
活
援
助
の
提
供
を
行
う
場

第
一
項
に
規
定
す
る
共
同
生

費
用
の
う
ち
、
日
常
生
活

定
障
害
者
に
負
担
さ
せ
る

４

指
定
共
同
生
活
援
助
事
業

用
に
係
る
領
収
証
を
当
該
費

５

指
定
共
同
生
活
援
助
事
業

て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
支
給

明
を
行
い
、
支
給
決
定
障
害

（
指
定
共
同
生
活
援
助
の
取
扱

れ
た
場
合
（
同
条
第
二
項

者
特
別
給
付
費
が
利
用
者

る
。
）
は
、
当
該
利
用
者

法
第
二
十
九
条
第
五
項
の

障
害
者
特
別
給
付
費
の
額

三

光
熱
水
費

四

日
用
品
に
要
す
る
費
用

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の

２

指
定
共
同
生
活
援
助
事
業

と
き
は
、
支
給
決
定
障
害
者

準
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の

３

指
定
共
同
生
活
援
助
事
業

て
供
与
さ
れ
る
便
宜
に
要
す

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

食
材
料
費

二

家
賃
（
法
第
三
十
四
条

よ
う
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
継
続

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
生
活
援
助
事
業
者
は
、
第
百
三

規
定
す
る
共
同
生
活
援
助
計
画
に

き
る
よ
う
、
当
該
利
用
者
の
身
体

そ
の
者
の
支
援
を
適
切
に
行
う
と

の
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
な
け

者
は
、
入
居
前
の
体
験
的
な
利
用

合
は
、
第
百
三
十
三
条
に
お
い
て

活
援
助
計
画
に
基
づ
き
、
利
用
者

に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も

こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の

者
は
、
前
三
項
に
規
定
す
る
費
用

用
を
支
払
っ
た
支
給
決
定
障
害
者

者
は
、
第
三
項
に
規
定
す
る
費
用

決
定
障
害
者
に
対
し
、
当
該
サ
ー

者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

方
針
）

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
九

に
代
わ
り
当
該
指
定
共
同
生
活
援

に
係
る
家
賃
の
月
額
か
ら
法
第
三

規
定
に
よ
り
当
該
利
用
者
に
支
給

を
控
除
し
た
額
を
限
度
と
す
る
。

の
ほ
か
、
指
定
共
同
生
活
援
助
に

者
は
、
法
定
代
理
受
領
を
行
わ
な

か
ら
指
定
共
同
生
活
援
助
に
係
る

と
す
る
。

者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る

る
費
用
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
費

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
障
害

し
て
入
居
し
て
い
る
他
の
利
用
者

十
三
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

基
づ
き
、
利
用
者
が
地
域
に
お
い

及
び
精
神
の
状
況
並
び
に
そ
の
置

と
も
に
、
指
定
共
同
生
活
援
助
の

れ
ば
な
ら
な
い
。

を
希
望
す
る
者
に
対
し
て
指
定
共

読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
四
十
六

が
継
続
し
た
指
定
共
同
生
活
援
助

の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、
支
給

の
支
払
を
受
け
た
場
合
は
、
当
該

に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た

ビ
ス
の
内
容
及
び
費
用
に
つ
い
て

い
。

条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
障

助
事
業
者
に
支
払
わ
れ
た
場
合
に

十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
特

）お
い
て
供
与
さ
れ
る
便
宜
に
要
す

い
指
定
共
同
生
活
援
助
を
提
供
し

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
費
用

ほ
か
、
指
定
共
同
生
活
援
助
に
お

用
の
支
払
を
支
給
決
定
障
害
者
か

者
特
別
給
付
費
が
利
用
者
に
支
給

六

の 用てか提同条の 決費っ説 害限る定る た基いらさ



平成

な第
項
た

年 月 日 月曜日

（
定

第
百並を

（
協

第
百あ

２

山 口 県

手を
３

そ
（
支

第
百援の

報

項
の常第

（
社

第
百余

２

（号 外 ）

３
者な

４
の第

の
下

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

百
三
十
三
条
中
「
、
第
八
十
七
条

だ
し
書
及
び
第
四
項
を
除
く
。
）

員
の
遵
守
）

三
十
二
条
の
四

指
定
共
同
生
活

び
に
居
室
の
定
員
を
超
え
て
入
居

得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ

力
医
療
機
関
等
）

三
十
二
条
の
五

指
定
共
同
生
活

ら
か
じ
め
、
協
力
医
療
機
関
を
定

指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
者
は
、

続
等
に
つ
い
て
、
そ
の
者
又
は
そ

得
て
、
代
わ
っ
て
当
該
手
続
等
を

指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
者
は
、

の
家
族
と
の
交
流
等
の
機
会
を
確

援
体
制
の
確
保
）

三
十
二
条
の
三

指
定
共
同
生
活

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
他

連
携
等
の
適
切
な
支
援
体
制
を
確

前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
者
は
、

生
活
の
充
実
に
資
す
る
よ
う
、
適

百
三
十
二
条
の
次
に
次
の
四
条
を

会
生
活
上
の
便
宜
の
供
与
等
）

三
十
二
条
の
二

指
定
共
同
生
活

暇
活
動
の
支
援
等
に
努
め
な
け
れ

指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
者
は
、

指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
所
の
従

又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
支
援
上

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
者
は
、

改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

百
三
十
二
条
の
見
出
し
を
「
（
介

に
「
介
護
又
は
」
を
加
え
、
同
項

（
第
二
号
を
除
く
。
）
、
第
八

、
第
九
十
条
か
ら
第
九
十
六
条

援
助
事
業
者
は
、
共
同
生
活
住

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し

の
限
り
で
な
い
。

援
助
事
業
者
は
、
利
用
者
の
病

め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

あ
ら
か
じ
め
、
協
力
歯
科
医
療

の
家
族
が
行
う
こ
と
が
困
難
で

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

常
に
利
用
者
の
家
族
と
の
連
携

保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

援
助
事
業
者
は
、
利
用
者
の
心

の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

利
用
者
の
心
身
の
状
況
に
応
じ

切
な
技
術
を
も
っ
て
介
護
を
行

加
え
る
。

援
助
事
業
者
は
、
指
定
生
活
介

ば
な
ら
な
い
。

利
用
者
が
日
常
生
活
を
営
む
上

業
者
は
、
指
定
共
同
生
活
援
助

必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
理
解

提
供
す
る
指
定
共
同
生
活
援
助

。護
及
び
家
事
等
）
」
に
改
め
、

を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第

十
八
条
、
第
八
十
九
条
（
第
三

ま
で
及
び
第
九
十
八
条
か
ら
第

居
及
び
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
定
員

、
災
害
、
虐
待
そ
の
他
の
や
む

状
の
急
変
等
に
備
え
る
た
め
、

。機
関
を
定
め
て
お
く
よ
う
努
め

あ
る
場
合
は
、
そ
の
者
の
同
意

を
図
る
と
と
も
に
、
利
用
者
と

ら
な
い
。

身
の
状
況
に
応
じ
た
必
要
な
支

行
う
者
そ
の
他
の
関
係
機
関
と

、
利
用
者
の
自
立
の
支
援
と
日

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

護
事
業
所
等
と
の
連
絡
調
整
、

で
必
要
な
行
政
機
関
に
対
す
る

の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
利
用

し
や
す
い
よ
う
に
説
明
を
行
わ

の
質
の
評
価
を
行
い
、
常
に
そ

同
条
第
二
項
中
「
者
に
よ
る
」

一
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同

七

緊
急
時
等
に
お
け
る
対

八

非
常
災
害
対
策

九

事
業
の
主
た
る
対
象
と

二

従
業
者
の
職
種
、
員
数

三

入
居
定
員

四

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型

費
用
の
種
類
及
び
そ
の
額

五

受
託
居
宅
介
護
サ
ー
ビ

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
行
う

名
称
及
び
所
在
地

六

入
居
に
当
た
っ
て
の
留

第
十
三
章
の
次
に
次
の
一
章

第
十
三
章
の
二

外
部

（
運
営
規
程
）

第
百
三
十
三
条
の
二

外
部
サ

型
指
定
共
同
生
活
援
助
の
事

助
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご

営
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け

一

事
業
の
目
的
及
び
運
営

援
助
事
業
者
」
と
、
第
九
十
六

「
共
同
生
活
介
護
計
画
」
と
あ

護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
共
同

所
等
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
自

「
指
定
宿
泊
型
自
立
訓
練
を
受

は
「
入
居
前
の
体
験
的
な
指
定

定
宿
泊
型
自
立
訓
練
を
受
け
る

「
入
居
前
の
体
験
的
な
指
定
共

百
一
条
ま
で
」
を
「
及
び
第
百

条
第
一
項
」
を
「
第
百
三
十
一

四
条
第
二
項
」
を
「
第
百
三
十

「
条
例
第
五
十
九
条
に
お
い
て

は
「
十
」
と
、
第
八
十
八
条
中

「
指
定
生
活
介
護
事
業
所
等
」

十
四
条
第
三
項
第
二
号
中
「
当

応
方
法

す
る
障
害
の
種
類
を
定
め
た
場
合

及
び
職
務
の
内
容

指
定
共
同
生
活
援
助
の
内
容
並
び

ス
事
業
者
及
び
受
託
居
宅
介
護
サ

事
業
所
（
以
下
「
受
託
居
宅
介
護

意
事
項

を
加
え
る
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
共
同
生
活

ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
共
同
生
活
援

業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
外
部

と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営

れ
ば
な
ら
な
い
。

の
方
針

条
第
一
項
中
「
第
百
二
条
」
と
あ

る
の
は
「
共
同
生
活
援
助
計
画
」

生
活
援
助
計
画
」
と
、
第
九
十
八

立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
所
等

け
る
者
及
び
利
用
者
に
関
す
る
告

共
同
生
活
援
助
を
受
け
て
い
る
者

者
及
び
利
用
者
に
関
す
る
告
示
に

同
生
活
援
助
を
受
け
て
い
る
者
に

十
一
条
の
二
」
に
、
「
第
百
三
十

条
の
九
第
一
項
」
に
、
「
第
百
三

一
条
の
九
第
二
項
」
に
、
「
第
八

読
み
替
え
て
準
用
す
る
条
例
」
と

「
第
百
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

と
あ
る
の
は
「
指
定
自
立
訓
練
（

該
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
」

七

の
当
該
障
害
の
種
類

に
支
給
決
定
障
害
者
か
ら
受
領
す

ー
ビ
ス
事
業
者
が
受
託
居
宅
介

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
」
と
い
う
。
）

援
助

助
事
業
者
は
、
外
部
サ
ー
ビ
ス
利

サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
共
同
生
活

に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る

る
の
は
「
第
百
三
十
三
条
」
と

と
、
同
条
第
二
項
中
「
共
同
生
活

条
第
一
項
中
「
指
定
生
活
介
護
事

」
を
「
第
百
十
一
条
の
二
第
一
項

示
に
定
め
る
者
に
限
る
」
と
あ
る

を
除
く
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「

定
め
る
者
を
除
く
」
と
あ
る
の

限
る
」
に
改
め
る
。

三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
九
十

十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
九

十
七
条
中
「
条
例
」
と
あ
る
の

、
同
条
第
一
号
中
「
六
」
と
あ
る

百
三
十
三
条
」
と
、
同
条
第
三
号

生
活
訓
練
）
事
業
所
等
」
と
、
第

と
あ
る
の
は
「
当
該
指
定
共
同
生

る護の 用援運 、介業中の指は 四十はの中九活



平

第と

成 年 月 日 月曜日

第
百条六十しの指含

山 口

４
じ関

５
し

６
の

（
準

県 報

ビ
（
受

第
百ビ業

２３
介

（号 外 ）

十十
（
受

第
百型受

２
託

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
三
十

、
第
二
十
一
条
の
見
出
し
及
び

三
十
三
条
の
五

第
八
条
、
第
十

、
第
二
十
七
条
か
ら
第
三
十
三
条

条
、
第
四
十
七
条
、
第
五
十
一
条

一
条
の
二
（
第
二
号
を
除
く
。
）

書
及
び
第
四
項
を
除
く
。
）
、
第

十
ま
で
及
び
第
百
三
十
二
条
か
ら

定
共
同
生
活
援
助
の
事
業
に
つ
い

む
。
）
中
「
介
護
給
付
費
」
と
あ

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
共
同

め
、
指
定
居
宅
介
護
を
提
供
す
る

す
る
業
務
を
委
託
す
る
契
約
を
締

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
共
同

、
業
務
に
つ
い
て
必
要
な
管
理
及

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
共
同

実
施
状
況
に
つ
い
て
定
期
的
に
確

用
）

ス
の
内
容
等
を
書
面
に
よ
り
報
告

託
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ

三
十
三
条
の
四

外
部
サ
ー
ビ
ス

ス
の
提
供
に
関
す
る
業
務
を
委
託

所
ご
と
に
書
面
に
よ
り
行
わ
な
け

受
託
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

受
託
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

護
と
す
る
。

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に

一

そ
の
他
事
業
の
運
営
に
関
す

託
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
）

三
十
三
条
の
三

外
部
サ
ー
ビ
ス

共
同
生
活
援
助
計
画
に
基
づ
き
、

託
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
共
同

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た

三
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る

同
条
第
一
項
中
「
介
護
給
付
費
」

条
、
第
十
二
条
か
ら
第
十
五
条

ま
で
、
第
三
十
五
条
、
第
三
十

、
第
五
十
四
条
、
第
六
十
四
条

、
第
百
三
十
一
条
の
三
、
第
百

百
三
十
一
条
の
五
、
第
百
三
十

第
百
三
十
二
条
の
五
ま
で
の
規

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

る
の
は
「
訓
練
等
給
付
費
」
と

生
活
援
助
事
業
者
は
、
事
業
の

事
業
者
と
、
第
一
項
に
規
定
す

結
す
る
も
の
と
す
る
。

生
活
援
助
事
業
者
は
、
受
託
居

び
指
揮
命
令
を
行
う
も
の
と
す

生
活
援
助
事
業
者
は
、
受
託
居

認
し
、
そ
の
結
果
等
を
記
録
し

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
委
託
）

利
用
型
指
定
共
同
生
活
援
助
事

す
る
契
約
を
締
結
す
る
と
き
は

れ
ば
な
ら
な
い
。

は
、
指
定
居
宅
介
護
事
業
者
で

が
提
供
す
る
受
託
居
宅
介
護
サ

関
す
る
事
項

る
重
要
事
項

利
用
型
指
定
共
同
生
活
援
助
事

受
託
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

れ
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講

生
活
援
助
事
業
者
は
、
受
託
居

場
合
に
あ
っ
て
は
、
提
供
し
た

第
百
三
十
一
条
の
九
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
「
訓
練
等
給
付

ま
で
、
第
十
八
条
、
第
二
十
一

九
条
、
第
四
十
一
条
、
第
四
十

、
第
百
十
一
条
の
二
、
第
百
三

三
十
一
条
の
四
（
第
三
項
た
だ

一
条
の
七
か
ら
第
百
三
十
一
条

定
は
、
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型

い
て
、
第
十
三
条
（
見
出
し
を

、
第
十
八
条
第
二
項
中
「
次
条

開
始
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か

る
方
法
に
よ
り
、
そ
の
提
供
に

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対

る
。

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
業
務

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

業
者
が
、
受
託
居
宅
介
護
サ
ー

、
受
託
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ー
ビ
ス
の
種
類
は
、
指
定
居
宅

業
者
は
、
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
に
よ
り
、
適
切
か
つ
円
滑
に

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
受

日
時
、
時
間
、
具
体
的
な
サ
ー

附
則
第
五
項
中
「
指
定
共
同

九
十
条
（
第
百
三
十
三
条
」
を

第
十
五
章
を
次
の
よ
う
に
改

第
十
五
章

削
除

第
百
三
十
五
条
及
び
第
百
三
十

附
則
第
三
項
第
一
号
中
「
平

附
則
第
四
項
中
「
指
定
共
同

生
活
援
助
事
業
者
」
を
加
え
、

業
」
に
、
「
第
九
十
条
第
五
号

「
第
百
三
十
三
条
」
を
「
第
百

「
入
居
前
の
体
験
的
な
外
部

と
、
第
百
三
十
一
条
の
二
中

て
準
用
す
る
条
例
」
と
、
第

条
の
五
」
と
、
第
百
三
十
一

て
準
用
す
る
第
四
十
六
条
第

ス
利
用
型
共
同
生
活
援
助
計

所
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
外

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
」
と
読
み

は
「
第
百
三
十
三
条
の
五
に

出
し
を
含
む
。
）
中
「
療
養

う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
外

中
「
介
護
給
付
費
若
し
く
は

付
費
又
は
特
例
訓
練
等
給
付

け
る
者
及
び
利
用
者
に
関
す

部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
共

宿
泊
型
自
立
訓
練
を
受
け
る

費
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「

用
す
る
第
百
三
十
一
条
の
九

は
「
従
業
者
の
勤
務
の
体
制

第
一
号
中
「
条
例
」
と
あ
る

第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
第

「
第
四
十
一
条
第
一
項
」
と

一
項
」
と
、
同
項
第
五
号
中

「
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
共

生
活
介
護
の
事
業
等
」
を
「
指
定

「
第
百
三
十
一
条
の
五
（
第
百
三

め
る
。

六
条

削
除

均
障
害
程
度
区
分
」
を
「
平
均
障

生
活
援
助
事
業
者
」
の
下
に
「
又

「
指
定
共
同
生
活
介
護
の
事
業
等

及
び
第
六
号
」
を
「
第
百
三
十
一

三
十
三
条
の
五
」
に
改
め
る
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
共
同
生
活

「
条
例
」
と
あ
る
の
は
「
条
例
第

百
三
十
一
条
の
三
中
「
第
百
三
十

条
の
十
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「

一
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
援
助

画
」
と
、
第
百
三
十
二
条
第
三
項

部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
共
同
生

替
え
る
も
の
と
す
る
。

お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第

介
護
計
画
」
と
あ
り
、
「
計
画

部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
共
同
生
活
援

特
例
介
護
給
付
費
又
は
療
養
介
護

費
」
と
、
第
百
十
一
条
の
二
第
一

る
告
示
に
定
め
る
者
に
限
る
」
と

同
生
活
援
助
を
受
け
て
い
る
者
を

者
及
び
利
用
者
に
関
す
る
告
示
に

第
十
九
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は

第
二
項
」
と
、
第
二
十
七
条
中
「

、
協
力
医
療
機
関
、
協
力
歯
科
医

の
は
「
条
例
第
五
十
九
条
の
三
に

二
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五

あ
る
の
は
「
第
百
三
十
三
条
の
五

「
第
四
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す

同
生
活
援
助
計
画
」
と
、
同
項
第

共
同
生
活
援
助
の
事
業
」
に
、
「

十
三
条
の
五
」
に
、
「
第
九
十
条

害
支
援
区
分
」
に
改
め
る
。

は
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
共

」
を
「
指
定
共
同
生
活
援
助
の

条
の
五
第
六
号
及
び
第
七
号
」
に

援
助
を
受
け
て
い
る
者
に
限
る

五
十
九
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替

三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
三
十

第
百
三
十
三
条
に
お
い
て
読
み
替

計
画
」
と
あ
る
の
は
「
外
部
サ
ー

中
「
当
該
指
定
共
同
生
活
援
助
事

活
援
助
事
業
所
及
び
受
託
居
宅
介

五
十
一
条
」
と
、
第
四
十
六
条
（

（
以
下
「
療
養
介
護
計
画
」
と

助
計
画
」
と
、
第
五
十
一
条
第
二

医
療
費
」
と
あ
る
の
は
「
訓
練
等

項
中
「
指
定
宿
泊
型
自
立
訓
練
を

あ
る
の
は
「
入
居
前
の
体
験
的
な

除
く
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
指

定
め
る
者
を
除
く
」
と
あ
る
の

「
第
百
三
十
三
条
の
五
に
お
い
て

従
業
者
の
勤
務
の
体
制
」
と
あ
る

療
機
関
」
と
、
第
三
十
九
条
第
二

お
い
て
準
用
す
る
条
例
」
と
、
同

十
九
条
の
三
」
と
、
同
項
第
四
号

に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
一
条

る
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の

六
号
中
「
第
五
十
一
条
」
と
あ
る

八

第第 同事、 」え三えビ業護 見い号給受外定は 準の項項中第はの
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員う用

年 月 日 月曜日

て条いるい
３

業生

山 口 県

え
る

（
施

１（
経

２
運業

報

「
第

条
第附

め
、附

業
所附

め
、

（号 外 ）

五
号附

に
、

「
同

に
改附附

、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

。
）
第
百
三
十
三
条
の
五
に
お
い

す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
分
の

は
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平

う
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
指
定
障

基
準
等
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二

う
。
）
第
十
三
章
に
規
定
す
る
指

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
存
す

等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関

活
援
助
の
事
業
を
行
う
事
業
所
に

。
附

則

行
期
日
）

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四

過
措
置
）

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正

営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条

等
を
行
う
一
体
型
指
定
共
同
生
活

九
十
条
（
第
百
三
十
三
条
」
を

一
号
」
を
「
第
百
三
十
一
条
の
五

則
第
十
三
項
中
「
指
定
共
同
生

「
指
定
共
同
生
活
介
護
及
び
」
を

則
第
十
四
項
中
「
指
定
共
同
生
活

」
の
下
に
「
若
し
く
は
外
部
サ
ー

則
第
十
五
項
中
「
指
定
共
同
生

「
第
百
二
条
及
び
」
を
削
り
、

」
を
「
第
百
三
十
一
条
の
五
第
六

則
第
八
項
及
び
第
九
項
中
「
指
定

「
第
二
条
第
四
号
」
を
「
第
一

条
第
六
号
」
を
「
同
条
第
七
号
」

め
る
。

則
第
十
項
中
「
第
八
十
七
条
第
二

則
第
十
二
項
中
「
指
定
共
同
生

等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（

て
準
用
す
る
改
正
後
の
規
則
第

間
、
同
条
第
一
号
中
「
六
」
と

事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運

成
二
十
六
年
山
口
県
条
例
第
十

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の

十
四
年
山
口
県
条
例
第
四
十
号

定
共
同
生
活
援
助
の
事
業
を
行

る
改
正
条
例
に
よ
る
改
正
前
の

す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
第

つ
い
て
、
改
正
後
の
指
定
障
害

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

前
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

例
施
行
規
則
第
十
五
章
に
規
定

介
護
事
業
所
及
び
一
体
型
指
定

「
第
百
三
十
一
条
の
五
（
第
百
三

第
一
号
」
に
改
め
る
。

活
介
護
の
事
業
等
」
を
「
指
定
共

削
る
。

介
護
事
業
所
若
し
く
は
」
を
削

ビ
ス
利
用
型
指
定
共
同
生
活
援

活
介
護
の
事
業
等
」
を
「
指
定
共

「
第
百
三
十
三
条
」
の
下
に
「
及

号
」
に
改
め
る
。

共
同
生
活
介
護
事
業
所
」
を
「

条
第
五
号
」
に
、
「
同
条
第
五
号

に
、
「
第
九
十
七
条
第
三
項
」

号
」
を
「
第
百
三
十
一
条
の
二

活
介
護
の
事
業
等
」
を
「
指
定
共以

下
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い

百
三
十
一
条
の
二
の
規
定
を
適

あ
る
の
は
「
十
」
と
す
る
。

営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る

六
号
。
以
下
「
改
正
条
例
」
と

人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す

。
以
下
「
改
正
後
の
条
例
」
と

う
事
業
所
と
み
な
す
。

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事

十
三
章
に
規
定
す
る
指
定
共
同

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人

の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び

す
る
指
定
共
同
生
活
介
護
の
事

共
同
生
活
援
助
事
業
所
に
つ
い

十
三
条
の
五
」
に
、
「
第
九
十

同
生
活
援
助
の
事
業
」
に
改

り
、
「
指
定
共
同
生
活
援
助
事

助
事
業
所
」
を
加
え
る
。

同
生
活
援
助
の
事
業
」
に
改

び
第
百
三
十
三
条
の
五
」
を
加

指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
所
」

」
を
「
同
条
第
六
号
」
に
、

を
「
第
百
三
十
二
条
第
三
項
」

第
二
号
」
に
改
め
る
。

同
生
活
援
助
の
事
業
」
に
、

令
第
百
七
十
条
の
二
に
規
定
す

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十

指
定
障
害
者
支
援
施
設
の
人

成
二
十
四
年
山
口
県
規
則
第
七

第
三
条
第
一
項
第
二
号
イ

者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活

ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及

て
準
用
す
る
同
令
第
二
十
二
条

「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、

指
定
障
害
者
支
援
施
設
の
人

部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十

山
口
県
規
則
第
十
九
号

指
定
障
害
者
支
援
施
設

の
一
部
を
改
正
す
る
規

４

改
正
条
例
附
則
第
三
項
の

ビ
ス
利
用
型
指
定
共
同
生
活

の
規
則
第
百
三
十
三
条
の
四

最
初
の
指
定
の
更
新
ま
で
の

ス
の
提
供
の
」
と
す
る
。

る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
等

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

る
。

一
日

山
口

員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

中
「
平
均
障
害
程
度
区
分
」
を
「

を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法

び
運
営
に
関
す
る
基
準
第
百
七
十

及
び
第
百
四
十
四
条
に
規
定
す
る

会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
第

員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

公
布
す
る
。

一
日

山
口

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す

則 規
定
に
よ
り
、
改
正
後
の
条
例
第

援
助
の
事
業
を
行
う
事
業
所
と
み

第
四
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合

間
は
、
同
項
中
「
事
業
の
」
と
あ

九

」
に
改
め
る
。

定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を

県
知
事

村

岡

嗣

政

準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（

改
正
す
る
。

平
均
障
害
支
援
区
分
」
に
、
「
障

律
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

一
条
並
び
に
第
百
八
十
四
条
に
お

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
等
」

め
の
法
律
に
基
づ
く
指
定
障
害
福

百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る

準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の

県
知
事

村

岡

嗣

政

る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規

十
三
章
の
二
に
規
定
す
る
外
部
サ

な
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
改
正

に
お
い
て
は
、
こ
の
規
則
の
施
行

る
の
は
、
「
受
託
居
宅
介
護
サ
ー

改 平害ビいを祉同 一則 ー後後ビ



平成 年 月 日 月曜日

障
規
則

山

山 口

に
第

大
臣

に
基

条
に

る
。附こ

県 報

算
定

を
第援第

通
所附

く
指

（号 外 ）

山
障

四
年第

度
区

障
害
者
支
援
施
設
の
設
備
及
び

す
る
規
則

害
者
支
援
施
設
の
設
備
及
び
運
営

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

口
県
規
則
第
二
十
一
号

百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る

が
定
め
る
者
等
」
を
「
障
害
者
の

づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
百
七
十

則
第
三
項
第
一
号
中
「
平
均
障
害

附

則

の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月

方
法
」
に
、
「
障
害
程
度
区
分
の

「
平
均
障
害
支
援
区
分
が
」
に
改
め

三
十
八
条
第
四
項
に
次
の
た
だ
し

た
だ
し
、
宿
泊
型
自
立
訓
練
を
行

に
支
障
が
な
い
場
合
に
お
け
る
サ

六
十
条
第
一
項
及
び
第
六
十
一
条

支
援
等
条
例
」
に
改
め
る
。

則
第
二
項
中
「
障
害
者
の
日
常
生

定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等

口
県
規
則
第
二
十
号

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
設

を
改
正
す
る
規
則

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
設
備
及

山
口
県
規
則
第
七
十
五
号
）
の
一

二
十
三
条
第
一
項
第
二
号
イ
中

分
の
算
定
方
法
」
を
「
平
均
障
害

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

山
口
県
知

同
令
第
二
十
二
条
及
び
第
百
四

日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総

事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運

条
の
二
に
規
定
す
る
厚
生
労
働

程
度
区
分
」
を
「
平
均
障
害
支

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

」
を
「
障
害
支
援
区
分
の
」
に

る
。

書
を
加
え
る
。

う
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事

ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
に
つ
い
て

第
五
項
中
「
指
定
障
害
児
通
所

活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
平
均
障
害
程
度
区
分
（
厚
生
労

支
援
区
分
（
厚
生
労
働
大
臣
が

条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

事

村

岡

嗣

政

十
四
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働

合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律

営
に
関
す
る
基
準
第
百
八
十
四

大
臣
が
定
め
る
者
等
」
に
改
め

援
区
分
」
に
改
め
る
。

、
「
平
均
障
害
程
度
区
分
が
」

業
所
で
あ
っ
て
、
利
用
者
の
支

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

支
援
基
準
」
を
「
指
定
障
害
児

支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ

す
る
基
準
第
百
七
十
一
条
並
び

定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部

る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十

働
大
臣
が
定
め
る
平
均
障
害
程

定
め
る
平
均
障
害
支
援
区
分
の

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十

第
二
条
の
表
中
「
八
百
円
」

百
円
」
を
「
六
百
十
円
」
に
、

十
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六

山
口
県
収
入
証
紙
条
例
施
行

山
口
県
家
畜
精
液
譲
渡
規
則

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十

山
口
県
規
則
第
二
十
二
号

山
口
県
家
畜
精
液
譲
渡

山
口
県
家
畜
精
液
譲
渡
規
則

改
正
す
る
。

す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
指
定

準
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準

者
等
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六

障
害
者
支
援
施
設
の
設
備
及

口
県
規
則
第
七
十
八
号
）
の
一

第
四
条
第
一
項
第
二
号
イ

区
分
の
算
定
方
法
」
を
「
平
均

定
方
法
」
に
、
「
障
害
程
度
区

「
平
均
障
害
支
援
区
分
が
」
に

の
法
律
に
基
づ
く
指
定
障
害
福

七
十
一
条
並
び
に
第
百
八
十
四

一
日

山
口

を
「
八
百
十
円
」
に
、
「
千
二
百

「
四
百
五
十
円
」
を
「
四
百
六
十

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ

一
日

山
口

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
昭
和
四
十
一
年
山
口
県
規
則
第

者
等
」
を
「
障
害
者
の
日
常
生
活

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の

用
す
る
同
令
第
百
七
十
条
の
二
に

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

中
「
平
均
障
害
程
度
区
分
（
厚
生

障
害
支
援
区
分
（
厚
生
労
働
大
臣

分
の
」
を
「
障
害
支
援
区
分
の
」

、
「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社

祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、

条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
二

県
知
事

村

岡

嗣

政

円
」
を
「
千
二
百
十
円
」
に
、
「

円
」
に
、
「
千
百
円
」
を
「
千
百

こ
こ
に
公
布
す
る
。

に
公
布
す
る
。

県
知
事

村

岡

嗣

政

四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援

人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
四
年

労
働
大
臣
が
定
め
る
平
均
障
害
程

が
定
め
る
平
均
障
害
支
援
区
分
の

に
、
「
平
均
障
害
程
度
区
分
が
」

会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
第

十
二
条
及
び
第
百
四
十
四
条
に
規

一
〇

六二 に す基る 山度算をめ百定



平成 年 月 日 月曜日 山 口 県 報

（
施

１（
経

２
の

（号 外 ）

山
山

う
に第

行
期
日
）

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四

過
措
置
）

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
売
り

金
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

口
県
規
則
第
二
十
三
号

山
口
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規

口
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則

改
正
す
る
。

十
三
条
第
二
項
中
「
一
・
〇
五
」

附

則

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

渡
さ
れ
た
山
口
県
収
入
証
紙
に

例
に
よ
る
。

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
昭
和
三
十
九
年
山
口
県
規
則
第

を
「
一
・
〇
八
」
に
改
め
る
。

係
る
証
紙
売
り
さ
ば
き
手
数
料

五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

一
一



平
成
二

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
印
刷

十
六
年
三
月
三
十
一
日
発
行

発
行
所

山

口

発
行
人

山
口
県
県

庁
知
事


